
小川デザインプロジェクト
基本設計レイアウト（案）のポイント

１．これまでの経緯
２．コンセプトの具体化（案）
３．全体レイアウト（案）のポイント
４．４階レイアウト（案）のポイント
５．５階レイアウト（案）のポイント
６．スケジュール

平成３０年度から令和元年度まで、ワーク
ショップなどの小川デザインプロジェクトで
検討し、令和元年１２月に策定した「小川駅
西口地区市街地再開発事業公共床等の整備基
本計画」に基づき、レイアウト（案）を作成
しました。

レイアウト案のポイントを説明します！

中央公民館、健康福祉事務センター及び
福祉会館の更新等に関する基本計画、小川
駅西口地区市街地再開発事業公共床等の整
備基本計画」もあわせてご覧ください。
基本計画は、市ホームページでもご覧に

なれます。
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小川駅西口公共床等について
小川駅西口公共床等の複合化の方向性は以下のとおりです。

「地域対応施設（注）である西部市民センターにある機能は、小川
駅西口公共床に移転します。小平元気村おがわ東にある「市民活動支
援センターあすぴあ」及び「男女共同参画センターひらく」について
も、公民館や図書館との相乗効果をもたらすことを目的として、小川
駅西口公共床に移転します。」
（注）… 市内の一定の地域を中心とした利用を前提とした施設

１．これまでの経緯

小川駅西口地区市街地
再開発事業公共床等の
整備基本計画より抜粋

小川デザイン
プロジェクトで
の様々なご意見
を踏まえて基本
計画を策定しま
した。
基本設計で具
体化します。
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生涯学習（公民館、図書館）機能
のほか、市民活動支援、男女共同
参画のそれぞれの機能は縦割りに
独立したものでなく、一体的な新
しい施設となることを目指す。

新しいタイプの公共施設へのチャ
レンジとして、ビジネスパーソン
や学生にとっての利便性向上、大
学や企業と連携した公共床の活用
など、回遊や滞在による、にぎわ
いの創出を目指す。

図書を閲覧するためのスペースと
して、本に囲まれた居心地の良い
空間を設ける。

西部市民センターや小平元気村お
がわ東から移転する機能のほか、
コンセプトを踏まえた付加価値的
な空間を設ける。

様々な人や世代が気軽に集い交流
する場として、フレキシブルで多
目的に使えるフリースペースを設
置する。 憩いの場として、軽食のできるス

ペース（カフェ等）を設置する。

ダンスや音楽などの活動をするた
め、一般的な防音機能を備えた
ホール（フラットで広めの多目的
室）を、５階北西側に設置する。
また、中高生等の居場所として、
バンドやダンスの練習等ができる
防音室（スタジオ）を設置する。

学習室、講座室、集会室等、市民
が利用する部屋の機能を保持しつ
つ共用化・多目的化を図る。

施設内の各機能の配置については、
可変的な空間設計などの工夫を行
う。

４階には事務スペースや図書貸出
機能など行政サービス機能を配置
し、図書スペース内にカフェ等を
配置する。５階のフラットで広め
の多目的室は可動式の間仕切りで
多様な活用を可能とする。

通路幅を広くし障がい者が通りや
すい空間とする。

４階にはエントランス機能やギャ
ラリー機能、子どものためのス
ペースやカフェを配置し、５階は
全体的に大人の空間として多目的
室を配置する。

４階から５階を吹き抜けにするこ
とで本が繋ぐようなイメージとす
る。

４階には、子どもを中心とした空
間と総合案内案内窓口も配置する。
５階には、音楽会なども行える多
目的の設置とコワーキングスペー
スも配置する。

４階を静ゾーン、５階を動ゾーン
とし、４階には子どもや高齢者に
関する機能、総合案内窓口や出張
所を配置し、５階には富士山を見
ながら活動ができるように公民館
的な機能を配置する。

基本計画での「コンセプト・施設機能」や小川デザインプロジェクトでの
意見（概要）
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２．コンセプトの具体化（案）

４階・５階全体レイアウトコンセプト
「本と多様な活動が重なりあう創造空間」
施設全体を本に囲まれた居心地の良い空間と

します。生涯学習（公民館、図書館）と市民活動
など多世代の多様な活動が重なり合い、相乗効果
を生み出すことを目指します。

基本計画で掲げる小川駅西口公共床等のコンセプトに
ついて、これまでの小川デザインプロジェクトなども踏
まえて具体化するレイアウト案の検討を行いました。

４階レイアウトコンセプト
「利便性の向上と子育て世代の利用促進」

４階は、アクセスしやすいフロアであることに着
目し、西部出張所や総合受付案内を配置します。
また、子育て世代に魅力を発信するフロアにしま

す。

５階レイアウトコンセプト
「開放的で多様な活動の共存」

５階は、眺めが良いことに着目し、多目的室など
を配置します。
また、多様な活動や人々が集まり共存し、互いの
活動の様子を発信できるフロアにします。
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３．全体レイアウト（案）のポイント

ポイント１
本を各階に配置し、施設全体を本に囲まれた空間としま

す。生涯学習（公民館、図書館）と市民活動など多世代
の多様な活動が重なり合い、相乗効果を生み出すことを
目指し、つなぎ目のない配置とします。

本と多様な活動が重なりあう創造空間

ポイント３
障がいのある方
も利用しやすいよ
うに通路幅などに
配慮します。

ポイント２
打合せや読書のほか、気軽に集い交

流する場として、オープンで自由度の
高いフリースペースを各階に設けます。
また、視覚的な連続性、開放感を創

出するために吹き抜けと内階段を設け
ます。
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４．４階レイアウト（案）のポイント

ポイント２
子育て世代の図書館の利用促進につながるよう、ゆった

りとしたキッズスペースを設け、隣接して児童書架とお話
し室を配置します。
また、憩いの場として本や雑誌を読みながら過ごすこと

のできるカフェスペースを設けます。

利便性の向上と子育て世代の利用促進

ポイント１
利便性の向上として、４階に西部出張所を配置します。
また、問い合わせなどに総合的に対応できるように

総合受付案内と各機能を集約した事務室を配置します。

西部出張所

総合受付案内
と事務室

ゆったりと
したキッズ
スペースと
カフェ

ゆったりと
したキッズ
スペースと
カフェ。
イベントも
できます。
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５．５階レイアウト（案）のポイント

ポイント２
サラリーマンや学生の利用など、
個人の書斎のようにゆったりと落
ち着いた環境で、個人でも利用で
きるワークプレイスを設けます。

開放的で多様な活動の共存

ポイント１
眺めのよい５階全体に多目的室などを配置します。
多目的室などをガラス壁とすることで、開放的な空間と
し、図書館利用者にも活動の様子を発信することができ
ます。
また、部屋の間仕切りも可能で、用途に応じた空間を
つくることができます。

仕事、勉強な
どにも活用
できるワーク
プレイス

静かな空間
となる閲覧室

ポイント３
静かに本を読み
たい方のための閲
覧室を設けます。
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６．スケジュール

令和２年６月１１日～２４日
本レイアウト案に対する意見募集

令和２年８月
ワークショップ、利用者・利用団体ヒアリング開催

令和２年１０月
オープンハウス（２回程度）開催
令和２年１０月末
基本設計書完成

令和２年6月11日から6月２４日までの
期間で、レイアウト案に関するご意見を募
集しています。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

【お問合せ】 小平市 企画政策部 公共施設マネジメント課
〒187-8701 小平市小川町2-1333
TEL042-346-9557 FAX042-346-9513
メールアドレス facility-mg@city.kodaira.lg.jp
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